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2.喝 充 体 の 意 味 ､





出された と云うがそれが,確認されたのは漸 ′こ1806年 TREVIRANUSが Bryonia■l
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の木部導管中にその存在を指摘したの甚始まる｡続いてHERMINEVONREICHENI
BACH(1845),Bd.qM (1由7)および M`ouscti(1888) が項充射て関して夫々
その存在,機能および成因についての古典的研究を残して い る とい う(GERRY
1914,ScHMUCKER&･LINNEMANN1951).
ところで項充体とは一体何を意味するかについては,可なり多数の学者の説明を




THOMSON 1929,杉浦 1930,IsENBERG 1931,兼次 1931,I.A.W.A.1933,･
北島 1933,U.S.For.Prod.Lab.1933 19iO,RECORD1934,KoLLMANN1936
1951,HUNT &GARRATT1938,TRENDELENBURG1939,小倉謙 1940-1949,







I(1933)の CommitteeofNomenclaturの下した定養 f`A ptoliferatio'n~of●the
protoplastofaparenchyrpatouscelthroughapit-pairintothelumenofan
adjacentvesselortracheid.川を,これ ら両者を総合した もの として BROWN,
-PANSHIN & FoRSAITH (1949)の "Sacklikeon cystlikestructuresthat
sometirqesdevelopinavesselandrarelyinafiberthroughtheproliferation
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項充体の形成とそ心材化の条件であるとの説をなしている｡
また関谷 (1944)は 〝導管中の樹液通導が停止 して,其内陸の圧力が減ずる時,
其導管に隣接する柔細胞は生活力を有ち,相当の膨碩力を有ってゐるので,匝力の
減 じた導管内腔中に一部が圧し出されるのである｡斯様な膨張は導管(或は仮導管)
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ように考えられ,項充体の形成に際しては病的即ち傷害等に起因する刺戟がそれを
促進すもものと考えるのが一段的であろうoKI･EIN(1923)が傷害に起因する項充
体を矧 こWundthyle(傷害壌充体)と呼んでV,るのは既述の通 りで あるo










































観を皇してvIYる (小倉 1940,)が,時には硬膜 となつ七石細胞状を皇する場合もあ
って,これを硬膜頓充体 (sclerosedtylosis) と呼んでvlる｡そ'してこの硬膜項充･
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間溝 (intercelularICanAl)即ち所謂樹脂溝 仕esinduct)中に恰も広葉樹導管疫お
























1･膜は極めて薄く,主 として ●lignin より成り,不規則な小軌魚状に Celulose
を含むもの (Fraxinus)｡
2.膜は蒔 く,外層は lignin,内層は､celuloseより-なる･もの (Caialpa,Jug-
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tans;~Sassafras,Castanea,Slerculia)｡






晶,一樹脂,ゴム質等も存在して.いる (GERRY1914,由ROWN,PANSHIN & Fo氏l


















BoAS(1947)は先に述べた TRENDELENBURG(1939)の見解 と同様に辺材 (sap-
wood)と心材 (truewood) との主なる相違点の1つ と`して嘆充体の有無を認めて
鶴 .









材の耐朽性は大であると考えられ (GERRY 1914,潤 中 1951),Lこれに関連 して甲
腐剤注入に際しての填充体存在によ･る支障除去についての研究が要請され て一い る′




















--- - - - -- - - - (1935)ditto,90:14-96
TT- - - & INGLE,H.D/(1951)Jour.Arh.Arbor.,32;‡50-151･､
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碩枚理一郎 (1943)生理植物学,9版 .:247-24? '
KoLLMANN,F･(1936)TechnologiedesHo12:eS:54










小倉 謙 (1940)植物形態学 :.219












- - (1944)木材の解剖的性質 :137-146
STONE,H.(1921)TextbookofWood:70-71
STRASBURGER,E.(1923)Ⅰ一elrbuchder-BotanikfirHochschulen:135
















山林 堰 (1938)朝鮮禾材の識別 :32範 附録 :5
青井甫 ･河村栄吉 (1947)解剖植物病建学 :59,85
L-.･
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